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機
関
韓
J
2
4タ

碑
一
八
百
二
十
一
万
八
千
円

2
2一
一

一

地

に

つ

い

て

は

、

十

分

調

高

引

出

し

、

一

し

ま

し

た

一

;

一

員

し

一

J~:JJ
離
脱
灘
協
鰐
鱒

1事

ト

酌

一

の

で

あ

り

ま

す

内

ぴ

一

長

紅

巳

1L花
子

ま

詰

一

ゴ

ヨ

月

Tの

5
2言

iの
問

団

U
U
U
H
J町一

完

一

「

一

、

ま
l
)
p
i
J
一

uh--4川

誠

報

{
7
h
dぷ

i
J出

智

正

の

心

一

月

午

度

予

f
」
凶
百
八
十
一
一
一

E盟
な
ど
の
一
一

T
L
H
1
5
4
2当
事
鮮
に
一

L

決
定
す

:r-2二
交
付
利
一
日
幸
吉
正
し
た
。
一

フ

念

1一
:

材

、

一

γ…
¥

:

元

三

一

日

¥

佐

一

鱗

台

間

U
一
万
一
千
円
の
増
加
と
;
り
ま
す
一

1

き

三

か

い

民

生

ELi--両
の
消

i

f

-

-

一
一
億
一
一
千
一
三
十
七
万
一

口

口

!

?

l

-

d

鶏

町

一

一

1議
縫

議

畿

?

;

轄

立

が

主

と

し

て

人

件

費

の

漕

加

で

あ

り

一

4

5

1

ず

ま

ず

一

予

防

消

防

す

zi--円で
あ

り

去

す

一

送

の

記

念

例

は

F
A
t
-
-
J
L
F
%もいン
¥UP鱒

?

一

ま

し

て

そ

ω仙
の

消

ー

に

つ

一

日

昨

日

間

一

UH--と

い

た

主

し

て

開

拓

一

南

;

一

E
E
L
-
-一

ィ

ー

事

1111一

一

輪

山

川

町

41iiJiny一

一

程

一

世

駒

市

一

い

は

極

力

節

7T:

一

Z対
す
る
続
出
量
け
;
一

-
2
1
1
1一

一
喜
一

ヤ

ん

十

五

り

さ

土

議

犠

機

一

一

一

一

鞠

欝

詔

滅

寸

〉

十

:

F

h

E
あ

り

ま

す

一

医

療

を

士

出

に

一

川

定

化

計

同

に

ら

と

づ

〈

乳

j
g
T
Y
J二

一
千
同
臼
一
天
山

Z
T一九臼万一

ま

雪

一

一

c

二

了

一

品

ト

マ

二

一

騒

議

誌

ffhztzyふ
ケ

協

調

関

駅

ト

一

一

一

応

T

会
話
震
と
し
、
こ
れ
に
要
す
一
一
主
主
千
円

E
2し
て
、
前
一
円
一
公
E
字
屋
一
一
百
五
万
円
、
消
防
一

子
幻
メ
ト
ル
の
一
紋
ど
号
室
い
た
だ
き
川
自
民
主
は
君
事
一
号
一
一
口
宮
内
て
一

-
F
Z
U
;お
は
な
は
ん
一
生
活
保
護
に
一
密
着
さ
せ
る
一
石
利
子
の
補
給
喜
な
う
こ
と
と
た
一
号
初
予
定
比
し
五
十
同
万
七
一
歩
霊
平
百
五
口
計
三
千
五
一

一

一

丸

ミ

カ

一

二

面

に

浮

か

さ

信

号

年

l

い
一
メ
I
ト

ゐ

己

富

全

域

に

川

げ

よ

の

伊

大

洲

に

ま

た

話

題

を

幸

一

一

八

千

万

一

衛

生

費

一

の

U
1
U
F
2た
ど
の
助
成

L
千

日

日

間

U1uiさ
れ

L
A川
1
1一
町
一
軒

U
H
U十一

と

引

お

は

3
Jま
す

。

一

書

護

者

ぷ

な

つ

か

L
い
メ
ロ
一
る
こ
/
〆
一
で
し
ょ
う
一
民
生
費
↑
主
費
の
総
額
は
、
二
千
六
百
五
十
百
五
じ
ま
し
た
ほ
か
開
拓
パ
イ
ロ

τに
一
芳
年
寄
ん
し
た
の
で
ホ
リ
一
翌
日
え
負
担
金
、
川
政
入
一

J

f

i

の
胸
像
を
う
一
ま
に
、
こ
れ
ま
で
は
一
「
高
」
か
ら
一
↓

7
5ど
け
て
く
れ
て
い
ま
す
い
一
て
室
内
湾
省
は
、
一
億
七
千
五
百
で
万
一
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
前
年
度

τト
事
業
と
し
て
本
年
度
実
砲
の
上
須
一
ま
す
町
長
人
的
、
間
日
実
ー
す
る
抗
日
収
入
で
お
り
ま
し
て
、
事
業
一

辞
め
、
一
政
上
に
一
「
お
は
な
は
ん
」
の
一
一
ア

12/ク
に
一
戸
一
ん
ど
の
記
念
事
業
は
、
富
男
一
一
五
十
五
万
問
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
一
当
初
予
算
に
比
し
、
百
二
十
万
九
千
円
一
戒
地
区
、
思
度
実
縮
予
定
の
へ
多
喜
一
て
ま
い
り
二
山
氏
の
安
要
序
保
持
の
一
の
執
行
語
学
主
要
の
警
積
算
計
上
一

i
l
l
-
[
L
日
同
院
は
同
行
じ
は
日
昨
日
伝
昨
日
ド
1
H
I
-
-
l
h

伝
同
胞
恰
福
語
一
い
千
信
任
協
は
い
日
は
ド
1
H胃
付
惇
同
一
時
位
同
時
間
同
一
凶
1
1

日
付
旬
以
件
)
崎
一
時
ぃ
!
ー
し

ん

!

ゐ

り

が

と

う

の

五

月

十

四

日

け

「

母

の

」

亡

す

。

関

連

諸

♂

叶

…

に

訓

話

官

庁

石

博

鱈

説

法

芝

山

一

民

主

F
会
↓
ま
す
。

新

年

ま

-
度
予
算

勝
山
両
県
L

久
W
品
川
山

d
a
t
一

{意

千

百
一
ト
ゲ
開

時
発
計
画
を
強

に

す

す

め

る

脳
和
四
十
二
年
度
の
チ
算
案
を
税
議
す
る
大
州
市
議
会
定
例
会
は

一
二
月
十
一
日
か
ら
ム
八
け
ま
で
開
か
れ
、
協
光
、
産
業
、
教
育
な
ど

重
要
WJ冷
い
心
も
っ
た
六
億
川
千
五
百
万
円
に
の
ぼ
プ
ゾ
一
↓
般
会
計
検
は

じ向、
J

一
円
特
別
会
計
、
州
市
一
開
設
置
条
例
山
一
I
7一
国
民
俗
明
保

険
税
後
例
の
」
部
改
H
そ
の
ほ
か
的
重
要
J
A
案
を
議
決
し
ま
し
た
一

議
案
を
探
索
す
ろ
に
あ
た
リ
円
上
市

μ
は
、
田
和
四
十
二
年
慢
の

施
所
力
引
に
ソ
い
て
、
A
t

ょ
寸
、
民
近
の
好
景
'
却
に
J

、
ら
ぺ
、
地
方
州

市
の
一
三
い
判
、
後
進
性
い
い
い
メ
パ
I

ミ
、
乙
れ
を
川
却
す
/
旬
た
め
の
検
力

な
地
策
が
要
請
さ
れ
一
し
い
る
こ
と
を
頑
制
し
た
あ
と
、
あ
ら
去
し
次

の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

一一一院

新
年
度
の
予
算
案
を
審
議

す
る
市
議
会

l|仇週ちが届マ
l ぐへき聞や、ほ届
す。主以んな期 IH
o夕日づサがる限の

i 亡たに生ベドよ1)1
J由り まえるi仕j
はす。れ早り
七ぐ自tた「ま;
門?有格らlo1t物
!~枚目二l亦ん姑

第 ~I 3 4号

2月末市の人口 l 

ロ 40目907
男 19.574
女 21.333

世帯数 10. 119 
(印、ヒは住民登録による)

面積 240.93平方
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い

遊

び

は

や

一
そ
の
他
諸
団
体
の
か
た
が
た
の
賛
同
で

=
二
月
二
十
三
日
に
H

大
洲
郵
便
協
力
会

一H
伊
結
成
し
ま
し
た
。

一
こ
の
協
力
会
は
、
利
用
者
の
立
場
か

一
ら
郵
便
事
業
の
も
つ
社
会
的
使
命
を
側

一
面
的
に
た
す
け
協
力
し
ζ

う
と
い
う
も

一
の
で
、
ひ
い
て
は
市
民
の
生
活
安
定
と

一
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
の

す

緑

町

田

昨

日

当

日

目

「

駐

日

開

持

十

時

日

一

万

大

洲

郵

便

協

が

詰

恥

肝

密

接

な

連

け

い

次
の
い
ず
れ
の
事
項
に
毒
ヨ
す
る
か
に
行
な
う
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
が
、
-
力
会

ρ

を
結
成
一
の
も
と
に
、
正
常
な
業
務
の
運
行
と
発

た
に
一
時
金
十
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
一
た
だ
い
ま
市
役
所
で
受
け
付
け
て
お
り
一
一
度
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

と
に
な
り
ま
し
て
一
ま
す
か
ら
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
の
福
一
大
洲
市
長
や
大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
一
で
、
み
な
さ
ん
が
た
の
ご
協
力
を
お
願

①
日
清
戦
争
か
ら
満
州
事
変
ま
で
富
一
祉
事
務
所
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
官
会
署
、
学
校
一
い
い
た
し
ま
す
。

宅
金
し
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
一
ま
た
、
支
給
さ
れ
る
は
ず
の
か
た
が
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
lー

た
め
に
昭
和
一
干
案
宅
金
し
勲
一
一
時
金
を
請
求
し
な
い
で
死
亡
し
た
と
一
最
優
秀
賞
に
松
本
さ
ん

章
年
金
を
支
給
さ
れ
て
い
た
者
(
支
一
き
は
、
そ
の
者
の
相
続
人
が
本
人
の
名
一
一
切

日

間

持

問

t
T
f与
式

た

一

時

詰

民

民

間

日

一

民

監

か

入

選

者

き

ま

る

②
田
町
刊
三
十
八
年
四
月
一
日
に
日
志
の
一
す
。
市
福
祉
事
務
所
一

国

籍

が

あ

る

者

。

巧

4
3
4
5
j
t
5
2
4
5
2
4
i
w一
大
州
市
お
は
な
は
ん
放
送
記
念
実
施
一
せ
ら
れ
た
百
十
四
編
を
、
記
念
事
業
委

③
昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
十
八
雲
一
月
一
…
た
ば
こ
は
一
一
委
員
会
話
、
よ
り
よ
い
郷
土
の
建
設
一
員
会
や
N
H
K松
山
実
政
送
局
放
送

三
十
百
ま
で
の
聞
に
、
三
年
を
こ
一
戸
市
内
で
竺
と
人
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
お
は
一
業
務
課
長
、
学
識
経
『
験
者
ら
五
入
山
審

え
る
懲
役
か
ま
た
は
語
以
上
の
一
…
買
い
ま
し
ょ
う
。
…
一
な
は
ん
の
撃
を
記
念
し
て
感
想
文
を
一
査
察
厳
選
し
た
結
果
、
容
と
お
り

型
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
一
ヶ

j
j
j
j
;
j
i
N一
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
笥
一
入
選
六
編
量
び
ま
し
た
。

入
選
者
に
は
賞
金
と
賞
状
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

A

V

A

V

 

O
最
優
秀
賞

松
山
市
山
越

松
本
章
子
さ
ん

(μ)

無

職

(2) 

。
カ五

さ

ん

l乙

え

あ

な

時

金
で

十

万
円

ー~晶

日

旧
金
し
勲
章
年
金
受
給
者
へ

1 5 月4 昭和 42年幸民a.ミ3見

し品泊三品話完売よ宮ふ33景2F荷
主震襲。謹E2常号主主主き字 k系組音量夏京
美喧宝 さら喜票差只官芸品語表色気EK長4
5管長害事 物量REE25
15?iEE額融izzi

五良
日さ

E味
正わ
ハお
ガう

肖キ 謬援護重大 9

。時事Lで 時号室異32
芳香 7三場 教アほ氏白 γ
主主人 E手台 育大つ名ミ入

撃事い字 _ l_1 10 雲間 管正茶室
ぞ主 毛多富喜日り塁課金属 青判長ち
古主 主車交県 芦議 室奇 さ聖軒矛
まの C り後 五切育 た'ミ 1 厨

2.期
日
第
一
回
日
五
月
十
日
(

川山時
3
M
時
)

ふ
集
合
場
所
・
大
洲
市
公
会
堂
前

ム
研
修
物
件
・
国
・
県
・
市
指
定

の
建
造
物
、
豊
百
菌
、
彫
刻
、
工

芸
、
名
勝
.
史
跡
、
天
然
記
念

物
(
約
三
十
件
)
、
地
質
、
歴

言菅事帯情

史
、
民
俗
資
制
な
ど
。

に
山
経
路
・
公
会
堂
前
↓
平
野
↓

大
洲
↓
如
法
寺
↓
罫
似
合
↓
公

会
堂
前

F

札
参
加
費
・
五
十
円
(
当
日
持
参

工
持
参
品
i
昼
食
、
筆
記
用
具
そ

の
ほ
か
、

第 13 4号

。
悪

牙

生|

つ
ち

芽

ぬ

え

の

勺

病
気
の
子
供
の

H

一
デ
ン
な
戸
疹
ま
く
。
た
た
み
は
よ
〈
日

美
し
く
健
康
な
暮
し
の
た
め
に
一
に
当
て
、
た
だ
き
様
で
は
た
き
ま
す
。

あ
ら
い
ぐ
ま
の
一
フ
ス
カ
ル
(
ノ
l
ス
一
家
中
に
よ
く
風
を
い
れ
、
普
段
あ
ま

ね
こ
の
フ
レ
ド
ク
と
ポ
1
ル
く
ん
一
り
巨
に
つ
か
な
い
、
そ
ヲ
じ
の
し
に
く

(
シ
ュ
ト
ル
Y
)

一
い
と
乙
ろ
を
、
く
ま
な
く
そ
う
じ
す
る

ア
グ
一
フ
へ
の
ぼ
う
け
ん
(
ゾ
ン
マ
l
一
と
く
に
お
台
所
は
、
泊
が
し
み
乙
ん
で

フ
ェ
ル
ト
)
一
よ
ご
れ
や
す
い
の
で
、
こ
の
際
、
洗
剤

ジ
l
ム
カ
と
ま
ほ
う
の
〈
つ
(
セ
ル
一
な
ど
伊
使
っ
て
、
窓
わ
く
や
ガ
ラ
ス
を

ゲ

I
エ
フ
・
宮
川
や
す
え
訳
)
一
十
分
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
ロ

町
か
ど
の
ジ
ム
(
プ
ア
1
ジ
ョ
ン
)
一
そ
れ
が
す
ん
だ
ら
、
床
の
上
に
一
新
聞

ほ
ら
ふ
き
マ
y
ク
ス
(
ジ
ュ
1
ダ
)
一
紙
室
一
一
枚
く
ら
い
重
両
て
し
き
、
た
た

た
い
よ
う
の
小
鳥
(
パ
ワ
マ
ン
)
一
み
か
ら
取
り
入
れ
、
家
具
類
を
順
々
に

H
U
U
H
H
H
1

一
運
び
こ
む
。
模
様
替
え
の
計
画
が
あ
れ

一
ば
、
そ
れ
に
従
う
。

市

社

会

福

祉

協

議

会

で

物

は

、

い

ま

の

う

ち

こ

そ

お

と

な

し

〈

一

一V
外
ま
わ
り
の
そ
う
じ
。
便
所
の
く
み

は

、

家

庭

内

川

の

同

一

括

普

し

て

い

ま

す

が

、

暖

か

く

な

る

に

つ

れ

一

一
取
り
口
の
周
囲
の
土
を
一
五
セ
ン
チ
ぐ

及

に

努

め

て

お

り

ま

す

が

て

、

向

百

倍

、

何

千

倍

も

の

獄

威

が

ふ

一

一
ら
い
掘
り
返
し
、
殺
虫
剤
、
消
毒
剤
を

た
だ
い
ま
募
集
し
て
い
る
一

V
四
月
の
お
天
気
・
霜
が
お
り
一
る
う
か
ら
で
す
。
一
た
っ
ぷ
り
ま
く
。
便
つ
ぼ
に
も
入
れ
る

輸
出
向
き
の
も

ωき
紹
一
て
草
花
や
農
作
物
に
蓄
を
与
え
る
こ
豆
備
ま
ず
露
。
四
月
は
案
外
天
一
ご
み
捨
て
揚
の
あ
る
家
で
は
、
そ
乙
に

介
し
ま
し
ょ
う
。
一
と
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
南
風
が
吹
き
一
候
不
順
で
す
。
天
気
予
報
に
注
意
し
て
一
も
、
蓄
を
十
分
ま
い
て
お
く
。
下
水

作
業
内
容
は
、
カ
ギ
針
一
ま
く
っ
て
、
日
本
復
側
に
フ
エ
l
ン
現
一
よ
い
日
を
決
め
ま
す
。
数
日
前
か
ら
不
一
の
あ
る
と
こ
ろ
は
よ
く
さ
ら
っ
て
、
同

で
編
む
も
の
で
、
だ
れ
に
一
象
が
お
乙
っ
て
、
異
常
高
温
に
な
る
こ
一
用
品
な
ど
は
整
理
し
、
室
の
模
様
替
え
一
様
に
蓄
を
ま
い
て
お
く
。

で
も
で
き
る
や
さ
し
い
も
一
と
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
温
度
変
佑
が
一
な
ど
あ
ら
か
じ
め
話
合
っ
て
お
く
。
身
一

の
で
す
。
一
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
激
し
く
、
南
北
の
一
仕
度
、
そ

B貴
重
え
の
ハ
タ
キ
一
一

:
E
)
-、
十

一

一

一

募

集

の

対

象

は

山

一

円

で

す

。

空

襲

警

の

大

き

い

の

も

四

月

で

す

。

一

ほ

乙

り

は

た

き

、

む

し

ろ

、

ご

ざ

、

ぞ

一

一

躍

朝

σ
Lま
民

一

新

憲

法

発

布

一

干

周

年

を

記

念

す

一

と

し

て

委

託

を

つ

け

た

寄

付

金

の

う

ち

一

一

一

一

一

1
司

4
1
2
1
一

一

亘

書

直

接

、

大

洲

霊

場

内

H

内
臓
一
マ
持
ち
物
に
名
前
を
:
:
:
わ
か
り
一
う
き
ん
、
消
毒
剤
、
駆
除
剤
、
懐
中
宣

F
1
1
1
1
1
1
1
1
L

る

行

事

け

一

つ

と

し

て

、

弁

護

土

会

一

か

ら

「

テ

レ

ピ

」

一

台

(

金

五

万

円

相

一

一

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-

一

一

あ

っ

せ

ん

所

(

電

!

大

削

三

五

O
九
番
一
き
っ
た
こ
と
で
す
が
お
っ
く
う
が
ら
一
灯
)
な
ど
を
用
意
し
ま
す
。
一

日

鴨

川

村

り

無

料

法

語

談

一

当

初

品

目

白

い

さ

ん

L)μ
へ

申

し

込

め

ば

、

著

者

一

ず

山

内

容

は

言

。

き

に

学

一

き

つ

じ

の

手

順

戸

、

撃

に

は

宗

一

季

節

の

食

卓

お
気
が
る
に
と
っ
宅
一
こ
の
ほ
ど
小
西
旅
館
が
建
造
し
た
観
光
一
に
ご
指
導
に
あ
た
り
ま
す
月
下
』
ぜ
ひ
1
0

一
内
外
の
印
を
白
ぼ
く
で
つ
け
る
。
庭
に
一
野
菜
類
が
だ
い
ぶ
ん
出
回
っ
て
き
ま

マ
と
き

5
月
6
日
(
土
)
一
船
の
H

船
名
υ
宝
般
か
ら
差
し
た
一
l
i
l
i
-
-
一
マ
一
円
泊
ス
ト
ー
ブ
冬
の
間
お
一
ご
さ
を
し
き
、
家
具
類
は
プ
ま
と
め
に
一
し
た
。
糸
ね
ぎ
・
新
玉
ね
ぎ
・
そ
ら
ま

午
前
十
時
i
率
二
時
一
際
、
船
名
油
田
川
H

で
見
事
入
選
、
そ
一
乳
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
一
せ
わ
に
な
っ
た
墜
一
需
具
は
よ
く
手
入

τてお
き
、
お
お
い
を
か
け
て
お
く
。
一
め

2
2・
さ
や
え
ん
と
っ
・
三
つ
葉

マ
と
こ
ろ
大
洲
簡
易
裁
判
所
一
の
懸
賞
金
五
千
円
を
そ
の
ま
ま
幸
楽
園
一
検
診
日
一
れ
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
石
油
を
す
一
た
た
み
を
あ
げ
た
ら
裏
に
番
号
と
方
向
一
存
の
こ
・
ふ
き
・
春
の
白
菜
を

(
大
洲
三
の
丸
)
一
の
備
品
購
入
費
に
と
ご
害
い
た
だ
き
っ
か
り
ぬ
い
て
お
く
こ
と
。
し
ん
を
取
一
を
す
み
で
書
い
て
日
に
ほ
し
ま
す
。
一
室
か
ん
・
い
ち
と
な
ど
の
く
だ
も
の

1

1

1

1

1

一
ま
し
た

o

E

葉

地

区

一

払

え

て

お

く

(

つ

ぎ

の

冬

、

す

ぐ

使

一

天

井

裏

の

を

Z詩
文
れ
の
天
一
類
選
署
管
は
じ
め
ま
し
た

o

M

テ
レ
ビ

μ
と
乙
幸
楽
闘
で
ま
資
金
不
定
の
折
、
乙
の
一

4
5田
容

一

え

ま

す

)

。

一

ま

ら

は

い

り

(

懐

中

電

灯

を

忘

れ

ず

一

こ

れ

ま

で

と

か

く

不

足

勝

ち

だ

っ

た

一
奇
特
な
ご
芳
臥
に
感
謝
し
、
関
係
者
一
一
圃
大
川
地
区
一
i
l
-
-
i
一
に
て
は
り
に
治
っ
て
ひ
ざ
を
つ
き
な
一
こ
れ
ら
の
野
菜
・
果
実
類
を
つ
ま
く
工

懸
賞
金
μ
を
寄
付
一
回
た
い
へ
ん
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
o

一

A管
委

一

〆

一

宮

、

平

ぽ

主

で

は

く

。

D
D
T、
一
夫
し
て
食
卓
を
に
ぎ
わ
す
乙
と
が
、
主

一
乙
こ
に
紙
上
を
も
っ
て
厚
手
礼
申
一

5
H
9
H
(火
)

一

春

の

大

そ

う

じ

一

R
E
C、
ヒ
レ
ト
リ
ン
な
ど
の
薬
剤
を
一
婦
の
勤
め
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
ょ
、

救

護

施

設

山

幸

楽

園

二

し

上

げ

ま

す

ロ

一

票

合

地

区

一

一

噴

霧

容

で

ま

く

。

量

混

合

な

ら

な

お

一

夏

み

か

ん

の

ふ

さ

を

二

つ

一

二

つ

お

ひ

た

へ

τ
i
j
i
i
i
i
J一

5月
百

(

金

)

一

春

の

大

そ

う

じ

は

、

か

・

の

み

・

ご

一

よ

い

。

し

に

ま

ぜ

て

食

べ

た

り

、

存

の

こ

と

一

一

結

婚

相

談

所

を

一

一

5
H
M
H
(火
)
一
き
ぶ
り
・
ね
ず
み
な
ど
を
徹
底
的
に
退
一
床
下
も
同
様
、
は
い
て
か
ら
、

D
D
一
は
ん
(
泊
あ
げ
・
肉
な
ど
伊
た
き
こ
む

震

新

聞

社

で

は

、

乳

酸

菌

ヤ

ク

ル

一

一

利

用

し

ま

し

ょ

う

一

一

日

白
H

(

金
一
治
す
る
乙
と
に
重
点
を
お
い
て
く
だ
さ
一

T
、
B
H
C、
消
毒
剤
か
石
灰
を
ま
く
で
き

ト
議
か
ら
一
福
祉
施
設
設
備
充
実
資
金

F
5
2
3
2
5
2
5
t
s
i
t
s
-叫一

5
H子
(
火
)
一
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
害
虫
・
電
臣
、
は
い
て
か
ら
、

D
D
T、
y
ン
一
議
で
は
さ
よ
り
・
ず
・
あ
じ
・

k
t、
i
k
i
l
t
-
t
k
{
1
1
4
1
t
h
t
h
t、
j
R
1
t
1
h
l

一
さ
ば
・
か
れ
い
・
ひ
ら
め
な
ど
が
ど
ん

、

。

一

ど

ん

出

回

り

ま

す

し

、

下

旬

に

は

か

つ

一
課
長
(
産
業
第
一
課
長
)
森
元
正
面
力
マ
一
専
門
員
(
尉
政
係
長
)
谷
岡
武
マ
税
務
一
長
(
産
業
第
一
課
)
天
野
差
二
郎
マ
産
一
(
農
委
)
高
橋
春
好

V
建
設
課
土
木
第
一

専

門

員

制

度

を

新

設

一

奇

学

閤

長

(

病

院

会

計

謀

長

)

谷

本

一

課

事

務

需

員

兼

固

量

産

量

(

大

一

義

一

言

業

係

長

(

喜

一

一

課

一

一

係

長

(

土

奪

一

一

係

長

)

右

田

正

雄

一

終

日

立

川

町

同

信

関

異

動

総

数

百

十

人

一

日

開

諸

島

盛

時

持

品

堅

苦

一

)

(

間

関

昨

日

開

時

間

一

〔

同

一

時

計

生

課

長

補

一

同

日

付

福

山

町

机

限

定
一
日
付
け
で
総
数
百
十
人
の
人
二
市
長
事
務
部
局
」
一
与
係
長
)
酒
井
武
吉
マ
保
険
衛
生
課
長

τ義
務
係
長
)
木
村
襲
マ
建
設
課
技
民
係
長
(
固
定
資
産
頑
係
長
)
三
喜
一
佐
)
東
定
一
郎
マ
社
会
教
育
課
社
会
教
一
ん
自
の
補
給
源
は
お
魚
に
負

2
8

事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
乙
の
異
動
一
文
書
謀
長
(
教
委
総
務
課
長
)
宮
内
一
補
佐
(
会
計
課
長
補
佐
)
河
野
好
明
マ
一
術
専
門
員
(
土
木
第
一
係
長
)
栗
原
E
一
門
マ
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長
(
柳
沢
連
一
育
係
長
(
指
導
係
長
)
山
本
葬
号
一
室
い
の
で
す
。
生
活
も
寒
さ
か
ら
解

は
高
齢
退
職
者
、
専
門
書
度
の
新
設
一
甫
マ
会
計
課
長
(
文
書
霊
)
高
橋
久
一
市
民
課
長
補
佐
(
福
祉
事
務
所
次
席
)
一
雪
マ
病
院
事
務
専
門
員
兼
会
計
係
長
(
一
絡
所
長
)
土
居
遣
一
一
マ
大
洲
学
闘
庶
務
一
公
民
館
係
長
(
成
人
婦
人
係
長
)
一
一
一
好
一
放
さ
れ
て
活
動
期
に
は
い
り
、
と
〈
に

一
部
庁
内
業
務
の
民
問
委
託
な
ど
に
と
一
マ
産
業
第
一
課
長
(
産
業
第
二
課
長
)
一
山
岡
和
夫
マ
福
祉
事
務
一
宴
席
(
福
祉
一
会
計
係
長
)
青
野
茂
マ
人
事
課
給
与
係
一
係
長
(
共
事
業
係
長
)
田
中
金
一
一
号
一
隆
智
マ
同
(
青
少
年
教
育
室
)
栗
田
一
農
家
身
は
五
月
の
農
繁
期
を
臣
、

も
な
つ
も
の
で
.
異
動
と
し
て
は
大
巾
一
酒
井
千
春
マ
産
業
第
一
課
長
(
商
工
観
一
係
長
)
相
原
茂
マ
大
洲
学
園
長
補
佐
(
一
長
(
市
民
係
長
)
松
井
要
介
マ
総
務
課
一
平
野
連
経
所
長
(
市
民
謀
)
何
回
一
誠
章
一
孝
マ
間
(
柳
沢
公
)
窪
隆
夫
マ
間
(
菅
一
十
分
な
体
力
噴
(
つ
く
り
が
必
要
で
す
。
乙

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
一
光
課
長
)
梶
原
四
郎
マ
商
工
観
光
課
長
一
商
工
観
光
課
長
補
佐
)
笹
田
清
一
マ
病
一
財
政
係
長
(
総
務
課
)
橋
田
輝
雄
マ
税
一
マ
菅
田
連
絡
所
長
(
農
委
次
長
)
一
一
宮
一
同
公
)
片
山
章
一
の
た
め
に
も
、
季
節
の
野
菜
・
魚
な
ど

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
一
(
病
院
庶
務
課
長
)
今
井
一
行
マ
市
民
一
院
事
務
長
補
佐
〈
総
務
課
長
補
佐
)
高
一
務
課
徴
収
第
一
係
長
(
税
務
課
)
宮
本
一
茂
隆
マ
大
川
連
絡
所
長
(
菅
明
連
絡
所
一
を
つ
ま
く
取
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

一
課
長
(
会
計
課
長
)
玉
木
道
輝
マ
建
設
一
柳
芳
久
マ
商
工
観
光
諌
長
補
佐
(
産
一
一
富
男
マ
税
務
課
徴
収
第
一
一
係
長
(
税
務
一
長
)
川
西
賢
助
マ
柳
沢
連
絡
所
長
(
農
一
れ
た
食
事
を
里
息
す
る
こ
と
が
、
主
婦

一
課
長
(
水
道
課
長
)
池
田
公
義
マ
水
道
一
振
興
係
長
)
吉
田
定
則
マ
総
務
課
事
務
一
課
)
大
野
糸
雄
V
産
業
第
一
課
振
興
係
一
林
係
長
)
谷
野
武
志
マ
三
善
連
絡
所
長
の
腕
の
見
せ
ど
乙
ろ
と
い
え
ま
し
ょ
う

(
大
洲
市
防
犯
標
語
入
選
作
)

。
優
秀
賞市

内
本
町
二

平
田
ヨ
シ
子
さ
ん
(
位
)

主

婦

盆
市
内
田
口

中
国
武
雄
さ
ん
(
臼
)

農

業

賞市
内
中
島

武
井
博
子
さ
ん
(
お
)

無

職

l乙
;;w;. 
A 

"1) 

む

ち

め

つ

ね不
安
と
孤
独
の
季
節
(
八
田
正
文
)

熱
い
渇
き
(
神
津
拓
夫
)

古
典
文
学
散
歩
(
涌
田
佑
)

す
る
こ
と
が
な
い
青
春
な
の
か
(
倉

本
四
郎
)

日
本
詩
人
全
集
第
8
・
u
・
幻
巻

詩
歌
の
ふ
る
さ
と
(
大
竹
新
助
)

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
(
マ
ミ
川
崎
)

日
本
の
大
学
(
矢
島
文
雄
)

茶
道
入
門
(
井
口
炉
仙
)

奈
良
の
寺
(
駒
敏
郎
)

官
界
洋
の
歴
史
第
3
・
4
巻

よ

毎
日
月
曜
日
i
土
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

聞
い
て
お
り
ま
す
。

日
曜
日
・
祝
祭
臼
は

お
や
す
み
で
す
。

日
新
刊
図
書
案
内
ド

世
界
旗
色
百
斜
事
典
第
7
・
8
巻

末
来
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
(
ク
一
フ
!
ク
)

東
大
駒
場
(
山
根
和
郎
)

告籍
農え

温
泉
郡
重
信
町

森
た
つ
子
さ
ん
(
必
)

主

婦

市
内
中
村

大
中
保
夫
さ
ん
(
臼
)

団
体
職
員

市
内
中
島

栗
田
和
夫
一
ん

(ω)
主

婦

無

料

法

律

相

談

東
京
の
百
年
①
(
読
売
新
蘭
社
)

探
検
の
思
想
(
小
松
左
京
)

女
優
一
代
(
永
谷
八
重
子
)

花

氷

(

松

本

清

張

)

ひ
つ
じ
が
丘
(
三
浦
綾
子
)

花
の
青
空
(
山
手
樹
一
郎
)

凍
原

(
Yン
ド
一
フ
)
(
生
田
直
親
)

小
説
お
は
な
は
ん
(
小
野
田
勇
)

燃
え
な
が
ら
(
瀬
戸
田
晴
美
)

か
あ
ち
ゃ
ん
行
か
な
い
で
(
高
回

克
子
)

私
の
遺
書

人
生
の
本
(
亀
井
勝
一
郎
)

歴
史
の
旅

1
1
3
(亀
井
勝
一
郎
)

世
界
の
詩
集
(
井
上
正
蔵
訳
)

原
色
白
本
の
美
術
第
十
五
巻

病
気
別
に
た
て
た
病
人
の
お
献
立

肝
臓
病
の
人
の
栄
養
と
食
事

心
臓
病
の
人
の

高
血
圧
病
の
人
の

糖
尿
病
の
人
の

結
核
療
養
中
の
人
の

胃
腸
病
の
人
の

妊
娠
中
の
人
の

(
坂
井
米
夫
)

り

5
月
初
日
(
金
)

5
w
ぬ
u

(
火
)

内職だよ


